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(57)【要約】
【課題】観察窓洗浄手段と流体噴射手段とを設けた内視
鏡に、そのユニバーサルコードにおけるコネクタと洗浄
液供給機構との間を着脱可能に接続し、しかも洗浄液供
給機構には設けられていない噴射流体の供給を可能とし
たコネクタを提供する。
【解決手段】配管接続アダプタ４０のコネクタ側着脱部
４０ａの端部には液体通路４２，エア通路４３及び噴射
通路４４が開口し、供給側着脱部４０ｂは液体通路４２
とエア通路４３とが開口し、噴射通路４４はアダプタ本
体４１の側面に連結した噴射手段接続部４９に設けた導
入路４９ａとして延在されている。Ｂタイプの内視鏡Ｓ
Ｂのコネクタ側配管接続部３５は送気流路１３及び送液
流路１４と噴射流路２５とがコネクタ側着脱部４０ａに
接続され、洗浄液供給機構１９の空気配管部２１ｂと送
液配管部２１ａとが供給側着脱部４０ｂに接続されるが
、流体供給配管５３が噴射手段接続部４９に接続される
。
【選択図】図８
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
送液タンクに接続した送液配管部と空気配管部とからなる供給側配管を設けた洗浄液供給
機構と、内視鏡のユニバーサルコードのコネクタに設けられ、送液流路及び送気流路と、
流体噴射流路とが開口するコネクタ側接続部との間を着脱可能に接続するための配管接続
アダプタであって、
　一端側が前記供給側配管に着脱可能に接続される供給側着脱部で、他端が前記コネクタ
に着脱可能に接続されるコネクタ側着脱部となったアダプタ本体を備え、
　前記アダプタ本体には、前記送液配管部と前記送液流路との間を接続する液体通路と、
前記空気配管部と前記送気流路との間を接続するエア通路と、一端が前記流体噴射流路に
接続され、他端が前記アダプタ本体の側面に設けた噴射通路接続部材に通じる噴射通路と
を設ける
構成としたことを特徴とする配管接続アダプタ。
【請求項２】
前記アダプタ本体には、前記液体通路がその軸中心位置に設けられ、前記エア通路及び前
記噴射通路はこの軸中心から偏心した位置に設けられ、前記流体噴射流路から接続パイプ
が突出させて設けられて、この接続パイプは前記噴射通路の前記コネクタ側着脱部に挿入
され、さらに前記エア通路の前記供給側着脱部の部位は前記液体通路の周囲に円環状に形
成した凹溝に開口させる構成としたことを特徴とする請求項１記載の配管接続アダプタ。
【請求項３】
前記噴射通路における前記コネクタ側接続部から前記噴射通路接続部までの部位に、前記
流体噴射流路側からの流体の逆流を防止する逆流防止弁を設ける構成としたことを特徴と
する請求項１または請求項２記載の配管接続アダプタ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　　本発明は、挿入部の先端硬質部に設けた観察窓を洗浄する観察窓洗浄手段と、この先
端硬質部から他の洗浄液や薬液等を噴射するための流体噴射手段とを備えた内視鏡に接続
されて、流体噴射手段の経路となる配管を設けていない供給配管との間に介装される配管
接続アダプタに関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　内視鏡には、流体供給装置として、挿入部の先端硬質部に設けた観察窓が汚損されたと
きに、その汚れを除去するための送気及び送液を行う観察窓洗浄手段を備えている。この
観察窓洗浄手段は観察窓に近接した位置に設けた洗浄ノズルに洗浄流体供給経路を接続す
ることにより構成される。洗浄流体供給経路は挿入部に連結した本体操作部及びこの本体
操作部から延在させたユニバーサルコードに挿通されており、ユニバーサルコードの端部
に設けたコネクタからコネクタ側接続部として引き出されている。洗浄ノズルからは洗浄
液と加圧エアとが観察窓に作用させるようになっており、このために流体源として送液タ
ンクとエアポンプとが設けられる。本体操作部に制御バルブが設けられ、この制御バルブ
を手指等で操作して、洗浄ノズルから観察窓に向けて、洗浄液が噴射され、また加圧エア
が観察窓表面に吹き付けられることになる。
【０００３】
　内視鏡の流体供給装置としては、観察窓洗浄手段の他に流体噴射手段を設けたものもあ
る。観察窓洗浄手段は観察窓の表面に向けて洗浄液なり加圧エアなりを供給するためのも
のであり、従って挿入部の軸線方向に設けた洗浄流体供給経路は洗浄ノズルの部位でこの
挿入部の軸線とほぼ直交する方向に流れが変えられる。これに対して、流体噴射手段は、
主として体腔内壁の洗浄を行うために、ジェット噴射を行うようにしたものである。即ち
、内視鏡の挿入部における先端硬質部に内視鏡観察手段により体腔内壁の状態を検査する
際に、体腔内壁に血液やその他の体液、さらには固形物等が付着していると、体腔内壁の
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観察や処置に支障を来たすので、高圧で洗浄液を噴射して、付着汚損物を洗い流す目的で
使用される。また、流体噴射手段は色素剤や薬液等を噴射するためにも用いられる。従っ
て、流体噴射手段は、通常、挿入部の概略延長線方向に向けて流体を噴射させるように構
成される。
【０００４】
　流体噴射手段は先端硬質部の先端面に噴射口として開口させるが、噴射通路には流体供
給源に接続した流体供給配管が着脱可能に接続される。噴射通路は少なくとも挿入部から
本体操作部内にまで延在させる。噴射通路と流体供給配管との接続部を本体操作部に設け
たものもあるが、そうすると本体操作部から外部配管が引き出され、この流体供給配管が
内視鏡操作の邪魔になる。そこで、噴射通路をさらにユニバーサルコード内にまで導いて
、このユニバーサルコードの先端に設けられ、光源装置等の外部機器に着脱可能に接続さ
れるコネクタに接続口部を設けて、この接続口部に流体供給配管を着脱可能に接続する構
成としたものが使用されているが、このようにコネクタに流体供給配管を接続する構成と
したものは、例えば特許文献１に示されている。
【特許文献１】特開２００３－３３３２０号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　観察窓洗浄手段を構成するエアポンプは、通常、外部機器としての光源装置に内蔵させ
るのが一般的であり、送液タンクは洗浄液を補給する必要があることから光源装置には内
蔵させず、外付けとなし、通常は、光源装置のケーシングに固定的に保持させるように装
着される。送液タンクから洗浄液をポンプで直接汲み出して供給するのではなく、液面を
加圧することにより洗浄液を圧送するのが一般的であり、このためにエアポンプから加圧
エアを供給するように構成する。従って、観察窓洗浄手段における送液タンクには、洗浄
液を供給する洗浄液配管と加圧配管とが接続される。これら洗浄液配管及び加圧配管は、
洗浄液配管を内管とし、加圧配管を外管とする２重可撓管から構成される。また、流体噴
射手段を構成し、挿入部の先端からユニバーサルコード内に延在させた噴射通路には、コ
ネクタにおいて、流体供給配管が着脱可能に接続されることになる。ここで、流体供給配
管は、２重可撓管と同様、可撓性を有する配管、通常はチューブ材から構成される。
【０００６】
　このように、ユニバーサルコードのコネクタには、観察窓洗浄手段の洗浄液供給機構を
構成する２重可撓管の接続部と、流体噴射手段を構成する流体供給配管の接続部とが設け
られるが、前述した特許文献１を含む従来技術では、これら２つの接続部はそれぞれ独立
に設けられ、またこれら２重可撓管及び流体供給配管は、それぞれ個別的にコネクタに接
続される。コネクタはユニバーサルコードの先端に設けられるものであり、できるだけ小
型のものとする必要がある。従って、コネクタに流体の接続部を２箇所設けると、このコ
ネクタの構成が複雑になる等といった問題点がある。
【０００７】
　本発明は以上の点に鑑みてなされたものであって、その目的とするところは、観察窓洗
浄手段と流体噴射手段とを設けた内視鏡に、そのユニバーサルコードにおけるコネクタと
洗浄液供給機構との間を着脱可能に接続し、しかも洗浄液供給機構には設けられていない
噴射流体の供給を可能としたコネクタを提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　前述した目的を達成するために、本発明は、送液タンクに接続した送液配管部と空気配
管部とからなる供給側配管を設けた洗浄液供給機構と、内視鏡のユニバーサルコードのコ
ネクタに設けられ、送液流路及び送気流路と、流体噴射流路とが開口するコネクタ側接続
部との間を着脱可能に接続するための配管接続アダプタであって、一端側が前記供給側配
管に着脱可能に接続される供給側着脱部で、他端が前記コネクタに着脱可能に接続される
コネクタ側着脱部となったアダプタ本体を備え、前記アダプタ本体には、前記送液配管部
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と前記送液流路との間を接続する液体通路と、前記空気配管部と前記送気流路との間を接
続するエア通路と、一端が前記流体噴射流路に接続され、他端が前記アダプタ本体の側面
に設けた噴射通路接続部に通じる噴射通路とを設ける構成としたことをその特徴とするも
のである。
【０００９】
　観察窓洗浄手段における供給側としての洗浄液供給機構は、洗浄液タンクと、この洗浄
液タンクに接続した供給側配管とから構成され、供給側配管は送液配管部と空気配管部と
の２重配管から構成される。供給側配管は内視鏡のユニバーサルコードにおけるコネクタ
に着脱可能に接続される。ところで、内視鏡としては、観察窓洗浄手段を備えているが、
流体噴射手段を備えていないタイプのものと、観察窓洗浄手段と流体噴射手段とを備えた
タイプのものがある。既に説明したように、流体噴射手段を備えた内視鏡において、噴射
流路と流体供給配管との接続部を本体操作部に設けるのは望ましくはないので、噴射流路
をコネクタまで延在させる構成とする。
【００１０】
　以上のことから、コネクタに設けられるコネクタ側接続部としては、送液流路及び送気
流路を有する内視鏡と、送液流路及び送気流路に加えて流体噴射流路を設けた内視鏡とが
ある。前者をＡタイプの内視鏡、後者をＢタイプの内視鏡とした場合、これら２種類の内
視鏡を単一の洗浄液供給機構に着脱可能に接続できるようにしている。Ａタイプの内視鏡
にあっては、洗浄液供給機構を直接接続する。一方、Ｂタイプの内視鏡を使用する場合に
は、洗浄液供給機構を直接的には接続できない。このために用いられるのが、本発明の配
管接続アダプタである。
【００１１】
　配管接続アダプタには、液体通路とエア通路とが設けられ、これら液体通路及びエア通
路はコネクタ着脱部から供給側着脱部まで貫通するように設けられている。さらに、配管
接続アダプタには噴射通路が設けられており、この噴射通路はコネクタ着脱部に開口して
いる。一方、この噴射通路の他端はアダプタ本体の側面に設けた噴射通路接続部に通じる
ものであり、コネクタ着脱部には開口していない。これによって、Ａタイプの内視鏡を使
用する場合には直接、またＢタイプの内視鏡を使用する場合には、配管接続アダプタを介
して洗浄液供給機構を構成する供給側配管に接続される。
【００１２】
　前述のように、Ｂタイプの内視鏡を用いる場合には、コネクタ側接続部と洗浄液供給機
構の供給側配管との間に配管接続コネクタを介在させるが、これらを接続したときに、前
述した各流通路の間は確実に連通関係を維持していなければならない。コネクタ側接続部
と配管接続アダプタとの間、配管接続アダプタと洗浄液供給機構の供給配管との間を正確
に調芯すれば良いが、その間の調芯を正確に行うのが困難な場合がある。
【００１３】
　送液流路，液体通路及び送液配管部はコネクタ側接続部，配管接続コネクタのコネクタ
本体及び供給側配管の軸中心位置となるように設けることによって、洗浄液の流通路は相
対的なずれが生じることはない。従って、空気の流通路と噴射流体の流通路とは軸中心か
ら偏心した位置に設けられるので、これらの流通路が確実に連通状態となるようにしなけ
ればならない。
【００１４】
　コネクタ側接続部における流体噴射流路から接続パイプを突出させて、この接続パイプ
をアダプタ本体におけるコネクタ側着脱部における噴射通路内に挿入するようにして連結
する構成とする。これによって、コネクタ側接続部と配管接続コネクタのコネクタ側着脱
部との間は回転方向にずれることはない。つまり、配管接続コネクタとコネクタ側接続部
とは接続パイプを介して調芯されることになる。
【００１５】
　従って、送気流路とエア通路とは確実に連通状態となる。これに対して、洗浄液供給機
構の供給配管と配管接続コネクタの供給側着脱部との間は、前述した接続パイプのような
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位置合わせ部材が介在されない。しかしながら、エア通路を液体通路の周囲に円環状に開
口させるように構成する。これによって、配管接続アダプタと洗浄液供給機構の供給配管
との間が回転方向に位置ずれしたとしても、空気の流通路は確実に連通状態に保持するこ
とができる。
【００１６】
　Ｂタイプの内視鏡を用いて被検者の体腔内の検査や観察を行っている間に流体噴射手段
を噴射通路接続部に接続した状態で、噴射流体の流通路に液体を流すと、この流通路の内
部に液体が滞留することになる。流体噴射流路の先端は挿入部の先端部に開口しているの
で、噴射通路接続部から流体噴射手段を取り外すと、流通路の内部の液体が逆流するおそ
れがある。従って、噴射通路におけるコネクタ側接続部から噴射通路接続部までの部位に
、流体噴射流路側からの流体の逆流を防止する逆流防止弁を設ける構成とし、しかも内視
鏡の洗浄装置において、内視鏡全体を浸漬する際に、配管接続アダプタをコネクタ側接続
部から取り外すようにする。なお、逆流防止弁はコネクタ側接続部に設ける構成とするこ
とも考えられるが、そうすると使用後の洗浄が困難になる。また、内視鏡の使用中に観察
窓を洗浄した後には、送液流路内に洗浄液が滞留しているが、洗浄液の流通路の途中には
、送気送液バルブが設けられており、この送気送液バルブにより洗浄液の流通路が遮断さ
れているので、逆流を生じることはない。
【発明の効果】
【００１７】
　観察窓洗浄手段と流体噴射手段とを設けた内視鏡のユニバーサルコードにおけるコネク
タを、観察窓洗浄手段を有し、流体噴射手段を備えていない内視鏡に接続される洗浄液供
給機構と接続することができ、流体噴射手段の接続部をコネクタまで延在させることによ
って、本体操作部に接続される部材を簡素化することができ、かつ洗浄液供給機構を両方
のタイプの内視鏡に共用することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１８】
　以下、図面に基づいて本発明の実施の形態について説明する。まず、図１に内視鏡の全
体構成を示す。同図において、１は本体操作部、２は挿入部、３はユニバーサルコードで
ある。本体操作部１は術者が把持して操作を行うための機構部であり、またこの本体操作
部１に連結して設けた挿入部２は被検者の体腔内に挿入されるものである。さらに、ユニ
バーサルコード３は、光源装置や映像信号処理装置等の外部機器に接続するためのもので
ある。
【００１９】
　挿入部２は、本体操作部１への連結側から大半の長さが軟性部２ａとなっており、軟性
部２ａの先端には湾曲部２ｂが、湾曲部２ｂの先端に先端硬質部２ｃが連結して設けられ
ている。操作機構部としての本体操作部１には、挿入部２における湾曲部２ｂを湾曲操作
する操作ノブ４が設けられており、この操作ノブ４を操作することにより遠隔操作で、先
端硬質部２ｃを所望の方向に向けることができるようになる。また、本体操作部１には送
気送液バルブ５及び吸引バルブ６が設けられており、さらに処置具導入部７も設けられて
いる。
【００２０】
　挿入部２の先端硬質部２ｃの先端面には、図２及び図３に示したように、照明窓８，８
及び観察窓９が設けられており、照明窓８からの照明光で体腔内を照明した状態で、観察
窓９により体腔内像を得ることができるようになっている。さらに、先端硬質部２ｃには
観察窓洗浄用のノズル１０が設けられ、また鉗子その他の処置具を挿通するための処置具
導出口１１が開口している。ここで、図３の挿入部では、後述するように、流体噴射流路
２５の噴射口２４が形成されており、図２の挿入部ではこのような噴射口は設けられてい
ない。従って、図２の挿入部を有する内視鏡の流体供給装置の構成は図４に示したように
なり、また図３の挿入部を有する内視鏡の流体供給装置は図５に示したように構成されて
いる。そこで、以下の説明においては、図２及び図４の内視鏡をＡタイプの内視鏡ＳＡと
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呼び、図３及び図５の内視鏡をＢタイプの内視鏡ＳＢと呼ぶものとする。ここで、Ａタイ
プの内視鏡ＳＡも、Ｂタイプの内視鏡ＳＢも内視鏡の流体供給装置として、観察窓９を洗
浄する観察窓洗浄手段を有する点では同じであるが、Ｂタイプの内視鏡ＳＢがＡタイプの
内視鏡ＳＡと異なるのは、体腔内壁に向けて液体等を噴射する流体噴射手段を有する点で
ある。
【００２１】
　Ａタイプの内視鏡ＳＡと、Ｂタイプの内視鏡ＳＢとに共通の観察窓洗浄手段を構成する
流体の流通路としては、挿入部２の先端硬質部２ｃに設けたノズル１０に接続した送気送
液路１２を備え、送気送液路１２は途中で、具体的には湾曲部２ｂを通過して、軟性部２
ａ内の位置において、挿入部内送気流路１３ａと挿入部内送液流路１４ａとに分岐してお
り、これら挿入部内送気流路１３ａ及び挿入部内送液流路１４ａは本体操作部１内に延在
されて、この本体操作部１に設けた送気送液バルブ５に接続されている。送気送液バルブ
５には、またコード側送気流路１３ｂ及びコード側送液流路１４ｂが接続されており、送
気送液バルブ５を操作することによって、コード側送気流路１３ｂと挿入部内送気流路１
３ａとの間、コード側送液流路１４ｂと挿入部内送液流路１４ａとの間がそれぞれ連通・
遮断される。これらコード側送気流路１３ｂと挿入部内送気流路１３ａとから送気流路１
３が構成され、またコード側送液流路１４ｂと挿入部内送液流路１４ａとから送液流路１
４が構成され、さらに送気送液路１２は加圧エア及び洗浄液が流れる共通の流路であり、
これらで洗浄用流体の流通路が構成され、送気送液バルブ５を操作することによって、ノ
ズル１０に加圧エアまたは洗浄液が選択的に供給される。
【００２２】
　送気流路１３及び送液流路１４はユニバーサルコード３の先端に設けたコネクタ１５の
位置まで延在されている。コネクタ１５は外部機器としての光源装置１６に着脱可能に接
続される光源コネクタであり、光源装置１６には光源ランプが内蔵されており、この光源
ランプからの照明光はコネクタ１５からユニバーサルコード３及び本体操作部１から挿入
部２の先端硬質部２ｃにまで延在させた図示しないライトガイドを介して伝送され、照明
窓８から照明光を出射して、体腔内が照明されることになる。また、コネクタ１５からは
電気コネクタ１７が分岐しており、この電気コネクタ１７はプロセッサ（図示せず）に着
脱可能に接続される。
【００２３】
　光源装置１６には観察窓洗浄手段における送気流路１３に加圧エアを供給するエアポン
プ１８が内蔵されている。一方、送液流路１４には洗浄液が供給される。このために、コ
ネクタ１５には、コネクタ側接続部１５ａが設けられている。そして、このコネクタ側接
続部１５ａには、洗浄液供給機構１９が着脱可能に接続される。洗浄液供給機構１９は、
送液タンク２０と、供給側配管２１とから構成される。送液タンク２０は光源装置１６の
外部に設置され、通常、光源装置１６に固定的に保持されることになる。
【００２４】
　送液タンク２０から洗浄液を供給するためにエアポンプ１８からの加圧エアが利用され
る。このために、送気流路１３には分岐送気流路１３ｃが分岐させて設けられ、この分岐
送気流路１３ｃは、コネクタ側接続部１５ａに臨んでいる。供給側配管２１は、２重の可
撓管から構成されており、内管が送液配管部２１ａであり、外管は空気配管部２１ｂとな
っている。この空気配管部２１ｂを介して供給される加圧エアにより送液タンク２０の液
面が加圧されて、この液面の加圧により洗浄液が送液配管部２１ａ内に圧送される。そし
て、供給側配管２１の先端部は接続部２２となっている。
【００２５】
　以上の洗浄用流体の供給経路は、Ａタイプの内視鏡ＳＡも、またＢタイプの内視鏡ＳＢ
も有するものであり、図５に示したＢタイプの内視鏡ＳＢでは、さらに流体噴射手段を備
えている。流体噴射手段は、図３に示したように、挿入部２の先端硬質部２ｃの先端面に
開口する噴射口２４を有し、この噴射口２４には、噴射流路２５が接続されている。この
噴射流路２５は挿入部２から本体操作部１を経てユニバーサルコード３にまで延在されて
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おり、コネクタ１５に設けたコネクタ側接続部１５ａにおいて開口している。ここで、送
気流路１３及び送液流路１４には、途中で送気送液バルブ５に接続されているのに対して
、噴射流路２５は全長にわたって均一な流路断面積を有するものである。
【００２６】
　Ａタイプの内視鏡ＳＡのコネクタ側接続部１５ａには、送気流路１３及び送液流路１４
が臨んでおり、洗浄液供給機構１９に着脱可能に接続されるようになっている。そこで、
図６にコネクタ側接続部１５ａと洗浄液供給機構１９との接続構造を示す。
【００２７】
　洗浄液供給機構１９の接続部２２には、送液配管部２１ａの先端に開閉弁２６が装着さ
れている。開閉弁２６は、図７に示したように、弁座部２７を設けたケーシング２８を有
する構成となっており、送液配管部２１ａはこのケーシング２８に接続されている。弁部
材２９は、ケーシング２８に沿って摺動可能なものであり、その周胴部には複数の連通孔
３０が設けられている。そして、弁部材２９にはフランジ部２９ａが設けられており、こ
の弁部材２９にはばね３１が作用しており、このばね３１の付勢力によりフランジ部２９
ａが弁座部２７に着座している。洗浄液供給機構１９がコネクタ側接続部１５ａに接続さ
れると、弁部材２９がばね３１に抗する方向に押動されて、この弁部材２９に設けた連通
孔３０を介して送液流路１４と送液配管部２１ａとが連通するようになる。
【００２８】
　ケーシング２８の弁部材２９の装着部の周囲には円環状の凹溝３２が形成されており、
またケーシング２８には複数の連通路３３が設けられている。連通路３３は、その一端が
空気配管部２１ｂに連通しており、他端は凹溝３２に開口している。凹溝３２は、コネク
タ側接続部１５ａに嵌合されると、このコネクタ側接続部１５ａにより上端部が閉鎖され
て、円環状のチャンバが形成されることになり、送気流路１３がこのチャンバを介して空
気配管部２１ｂと連通することになる。
【００２９】
　ここで、送液流路１４はコネクタ側接続部１５ａの軸中心位置に設けられており、また
送液配管部２１ａは供給側配管２１における接続部２２の軸中心位置に設けられている。
一方、送気流路１３は凹溝３２に接続されるようになっている。従って、洗浄液供給機構
１９をコネクタ側接続部１５ａに接続すると、回転方向に格別位置合わせすることなくて
も、送液流路１４と送液配管部２１ａとが連通し、送気流路１３は空気配管部２１ｂと連
通することになる。なお、図６において、３４はバイオネット機構等からなる接続リング
であり、この接続リング３４によって、洗浄液供給機構１９をコネクタ側接続部１５ａに
連結した状態に保持できるようになる。
【００３０】
　ところで、Ｂタイプの内視鏡ＳＢを用いる場合には、洗浄液供給機構１９を直接コネク
タ側接続部１５ａに接続するのではなく、図８及び図９に示したように、その間に配管接
続アダプタ４０を介在させる。ここで、Ｂタイプの内視鏡ＳＢにあっては、そのコネクタ
側接続部３５には、前述したＡタイプの内視鏡ＳＡと同様に、送気流路１３と、送液流路
１４とが設けられているが、さらに流体噴射手段を構成する噴射流路２５が設けられてい
る。そして、この噴射流路２５には、接続パイプ３６が突出するように設けられている。
【００３１】
　コネクタ側接続部３５には、図１０に示したように、配管接続アダプタ４０の一端側で
あるコネクタ側着脱部４０ａが着脱可能に接続されるようになっている。また、配管接続
アダプタ４０の他端には供給側着脱部４０ｂが洗浄液供給機構１９の供給側配管２１の接
続部２２に接続される。
【００３２】
　配管接続アダプタ４０はアダプタ本体４１を有し、アダプタ本体４１は、そのコネクタ
側着脱部４０ａには液体通路４２と、エア通路４３と、噴射通路４４とを設けた上部構造
部４５ａと、この上部構造部４５ａに連結して設けた下部構造部４５ｂとから構成されて
いる。そして、液体通路４２とエア通路４３とは上部構造部４５ａを貫通して、下部構造
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部４５ｂにまで延在されて、供給側着脱部４０ｂの端部に開口している。アダプタ本体４
１に設けた液体通路４２におけるコネクタ側着脱部４０ａの部位に開閉弁４６が設けられ
ている。この開閉弁４６の具体的な構成は、図７に示した開閉弁２６と同様のものである
から、その図示及び詳細な説明は省略する。また、エア通路４３は、ケーシング４５内に
おいて、複数の連通路４７に接続されており、この連通路４７はアダプタ本体４１の上部
構造部４５ａの先端に形成した円環状の凹溝４８に臨んでいる。そして、配管接続アダプ
タ４０のコネクタ側着脱部４０ａをコネクタ側接続部３５に接続する際には、その接続パ
イプ３６が噴射通路４４内に挿入されることになる。
【００３３】
　さらに、噴射通路４４は、その一端が凹溝４８に開口しており、他端は、図１１に示し
たように、アダプタ本体４１の側面部に螺挿した噴射手段接続部材４９に設けた導入路４
９ａと連通している。この噴射手段接続部材４９には、流体噴射手段が接続される。この
流体噴射手段は、体腔内壁に向けて洗浄液や、薬液，色素剤等を噴射させるためのもので
ある。また、導入路４９ａの途中には、弾性部材からなり、噴射通路４４に向けて流体を
流すことはできるが（図１１に仮想線で示した状態）、逆流は防止する（同図に実線で示
した状態）逆流防止弁５０が設けられている。
【００３４】
　噴射手段接続部材４９に接続される流体噴射手段は、体腔内壁に向けて洗浄液や、薬液
，色素剤等を噴射させるためのものであり、図１２から明らかなように、所定の流体を貯
留する送液タンク５１を有している。この送液タンク５１には、流体圧送用のポンプ５２
が装着されており、このポンプ５２の吐出側には可撓チューブからなる流体供給配管５３
が接続されている。さらに、ポンプ５２の作動を制御するために、フットスイッチ５４を
備えており、このフットスイッチ５４を踏み込むと、ポンプ５２が作動して送液タンク５
１内の流体が流体供給配管５３に圧送され、フットスイッチ５４の踏み込みを解除すると
、ポンプ５２の作動が停止することになる。
【００３５】
　配管接続アダプタ４０のアダプタ本体４１における下部構造部４５ｂにおける供給側着
脱部４０ｂの部位は供給側配管２１の接続部２２に着脱可能に連結されるものであり、こ
のためにＡタイプの内視鏡ＳＡにおけるコネクタ側接続部１５ａと同じ構成となっている
。
【００３６】
　Ａタイプの内視鏡ＳＡを使用する際には、そのコネクタ側接続部１５ａに洗浄液供給機
構１９の供給側配管２１を構成する接続部２２が直接接続される。これによって、送気流
路１３と空気配管部２１ｂとが接続され、送液流路１４は送液配管部２１ａに接続される
ことになる。従って、観察窓９が汚損されたときには、送気送液バルブ５を送水状態に切
り換える。その結果、空気配管部２１ｂに加圧空気が導かれて、送液タンク２０の液面が
加圧されることになって、この送液タンク２０から送液配管部２１ａを介して送液流路１
４に洗浄液が供給されて、ノズル１０から洗浄液を噴射させて、汚損物を洗い流すことが
できる。次いで、送気送液バルブ５を送気状態に切り換えると、ノズル１０への洗浄液の
供給が遮断され、加圧エアがノズル１０から噴射されることになり、観察窓９に付着する
液滴を除去することができる。
【００３７】
　一方、Ｂタイプの内視鏡ＳＢを用いる場合には、この内視鏡ＳＢは、流体噴射手段を備
えたものであり、このために噴射流路２５を設けたコネクタ側接続部３５を有するもので
ある。この内視鏡ＳＢには洗浄液供給機構１９が直接接続されるのではなく、配管接続ア
ダプタ４０を介して洗浄液供給機構１９が接続される。配管接続アダプタ４０のコネクタ
側着脱部４０ａには液体通路４２とエア通路４３とだけでなく、噴射通路４４も設けられ
ている。従って、コネクタ側接続部３５に設けられている送気流路１３，送液流路１４が
液体通路４２及びエア通路４３に接続されるだけでなく、噴射流路２５に装着した接続パ
イプ３６が噴射通路４４に挿入される。
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【００３８】
　ここで、コネクタ側接続部３５の軸中心位置には送液流路１４が設けられており、送気
流路１３及び噴射流路２５は軸中心から偏心した位置に設けられている。従って、噴射流
路２５に設けた接続パイプ３６を噴射通路４４に挿入することによって、配管接続アダプ
タ４０はコネクタ側接続部３５に対して位置合わせが行われ、しかも回転不能に接続され
ることになる。そして、アダプタ本体４１には、接続リング５５が囲繞するように設けら
れており、この接続リング５５をコネクタ側接続部３５に嵌合させて回転させるようにし
て、バイオネット機構や螺挿等の手段で接続状態に保持させる。
【００３９】
　配管接続アダプタ４０の供給側着脱部４０ｂは洗浄液供給機構１９の供給側配管２１に
おける接続部２２に接続される。ここで、接続部２２には軸中心位置に送液配管部２１ａ
が開口しており、この送液配管部２１ａの周囲に円環状の凹溝３２が設けられ、空気配管
部２１ｂと連通する連通路３３がこの凹溝３２に開口しているので、洗浄液供給機構１９
の接続時に、相互に回転方向に位置ずれしても、格別問題とはならない。そして、接続部
２２に設けた接続リング３４を配管接続アダプタ４０のアダプタ本体４１に嵌合させるこ
とにより接続状態に固定される。この状態で、噴射手段接続部材４９に送液タンク５１か
らの流体供給配管５３を接続する、
【００４０】
　以上のように組み付けることによって、観察窓９が汚損されたときには、内視鏡ＳＡの
場合と同様、ノズル１０に洗浄液及び加圧エアを供給して、この観察窓９を洗浄すること
ができる。また、挿入部２の先端には噴射口２４が開口しているので、この噴射口２４か
ら液体をジェット噴射することができる。即ち、フットスイッチ５４を操作することによ
って、ポンプ５２が駆動されて、送液タンク５１に接続した流体供給配管５３から噴射手
段接続部材４９に設けた導入路４９ａ，噴射通路４４及び噴射流路２５を介して噴射口２
４に液体が供給されて、この噴射口２４から体腔内壁に向けてジェット噴射させることが
でき、体腔内壁に付着している汚損物を洗い流したり、体腔内壁に向けてこの色素剤を散
布したりすることができる。
【００４１】
　内視鏡ＳＢの使用後には、全体を洗浄及び消毒することになる。そこで、接続リング３
４による接続部２２と配管接続アダプタ４０における供給側着脱部４０ｂとの間の接続を
解除する。これによって、コネクタ１５は洗浄液供給機構１９から分離される。また、コ
ネクタ１５を光源装置１６から取り外して、内視鏡ＳＢを洗浄設備が設けられている場所
に搬入する。このときには、配管接続アダプタ４０はコネクタ側接続部３５から分離しな
いようにする。噴射流路２５は、先端が噴射口２４として開口している。従って、この噴
射流路２５の他端が開放されると、内部に滞留する液体が流出して周囲を汚損させてしま
う。噴射手段接続部材４９の導入路４９ａには逆流防止弁５０が設けられて、この部位を
閉塞しているから、内部に滞留する流体が流出することはない。なお、送液流路１４内に
洗浄液が滞留していることもあるが、送液流路１４は、送気送液バルブ５において、挿入
部内送液路１４ａとコード側送液流路１４ｂとに分かれており、しかもこの送気送液バル
ブ５の位置では両送液路１４ａ，１４ｂは閉塞しているので、洗浄液が流出することもな
い。
【図面の簡単な説明】
【００４２】
【図１】一般的な内視鏡の外観図である。
【図２】流体噴射手段を設けないＡタイプの内視鏡における挿入部の先端硬質部を示す正
面図である。
【図３】流体噴射手段を備えるようにしたＢタイプの内視鏡における挿入部の先端硬質部
を示す正面図である。
【図４】Ａタイプの内視鏡における内視鏡の流体給排機構の構成説明図である。
【図５】Ｂタイプの内視鏡における内視鏡の流体給排機構の構成説明図である。
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【図６】Ａタイプの内視鏡と洗浄液供給機構との接続部を示す断面図である。
【図７】図６の接続状態を示す要部拡大断面図である。
【図８】Ｂタイプの内視鏡と洗浄液供給機構と、その間に介装される配管接続アダプタと
を示す断面図である。
【図９】配管接続アダプタの外観斜視図である。
【図１０】Ｂタイプの内視鏡と配管接続アダプタとを接続した状態を示す拡大断面図であ
る。
【図１１】図８のＸ－Ｘ位置での拡大断面図である。
【図１２】Ｂタイプの内視鏡におけるコネクタと観察窓洗浄手段及び流体噴射手段との接
続部を示す外観図である。
【符号の説明】
【００４３】
１　本体操作部　　　　　　　　　　　　２　挿入部
２ｃ　先端硬質部　　　　　　　　　　　３　ユニバーサルコード
１３　送気流路　　　　　　　　　　　　１４　送液流路
１５　コネクタ　　　　　　　　　　　　１５ａ，３５　コネクタ側接続部
１８　エアポンプ　　　　　　　　　　　１９　洗浄液供給機構
２０　送水タンク　　　　　　　　　　　２１　供給側配管
２１ａ　送液配管部　　　　　　　　　　２１ｂ　空気配管部
２２　接続部　　　　　　　　　　　　　２４　噴射口
２５　噴射流路　　　　　　　　　　　　２６，４６　開閉弁
３６　接続パイプ　　　　　　　　　　　４０　配管接続アダプタ
４０ａ　コネクタ側着脱部　　　　　　　４０ｂ　供給側着脱部
４１　アダプタ本体　　　　　　　　　　４２　液体通路
４３　エア通路　　　　　　　　　　　　４４　噴射通路
４８　凹溝　　　　　　　　　　　　　　４９　噴射手段接続部材
４９ａ　導入路　　　　　　　　　　　　５０　逆流防止弁
５１　送液タンク　　　　　　　　　　　５３　流体供給配管
ＳＡ　Ａタイプの内視鏡　　　　　　　　ＳＢ　Ｂタイプの内視鏡
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【図３】 【図４】
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